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この地区で知られている最も古い遺跡は弥生峙代のもので、大石町の速水遺

跡で家の跡が見つかリ、櫛原町の櫛原四丁目遺跡ではお墓が発見されています。

その他には、京町の京83J遺跡や甲善高校の校庭でも弥生土呑が採集されていまそうしょく （しちりんじ
す。古墳峙代になると、京町に装飾を持った日輪寺古墳が造られますが、古墳

峙代や奈良•平安時代の暮らしのようすはよくわかっていません。さんけいにん ななきし・ぞういたび
中世になると、合もたくさんの参詣人でにぎわう長門石町の七木地蔵板碑やじぞうぽさつちょうぞういたび しんこう

京町日輪寺の地蔵菩薩彫像板碑が、約600年前の人々の信仰を伝えています。いかりいし
また、長門石町の町名のもととなった碇石は、筑後川から有唄海を適リ、長門

（山口嗅）など各地を結んだ船の碇に使われていたと伝えられるもので、当時

の交通の様子がうかがわれる貴重なものです。さらに、現在の久留米城の元と

なる小城が築かれ、戦国時代には高良山の関係者が城主だったと伝えられてい

ます。

豊臣秀吉の九州征伐が終わると 、）八鼠『II（呈利）舅琶が久留米城主となリ 、

小規模ながら城下町が整えられたようです。秀包は熱心なキリシタン大名で、リょうがえまちいせき
今の市役所がある場所を調査した両替83J遺紡では、当時の孝ダ会と考えられる建じゅうじか かわら
物の跡や、十字架の模様が入った瓦などが見つかっています。はんしゅ

江戸時代の元和 7年 (1621)、有馬氏が久留米藩の藩主になると、久留米城だいきぼ
を大規模に改修しています。合の久留米城は本丸と堀の一部が残るだけですが、しょうこうかいぎしょ
本来は8月善高校～商工会議所付近にまで広がっていた大きな城でした。

同峙に城下町も整えられ、各校区を江戸時代の地図と合わせてみると、
生2ぐま

篠山校区 ・・・ 城内と呆隈侍屋敷の一邪、築島町や両替町などの町屋おん心もてかた
京町校区 ・・・ 京隈侍屋敷と御舟手方、川う巷があった瀬下町町屋、大石村

荘島校区 ・・・ 荘島侍屋敷と原占賀町町屋、庄島村じゅっけんやしき
日吉校区 ・・・ 十園屋敷． i節原侍屋敷と適町の町屋きゆうみしまけながやもん

にそれぞれあたリます。篠山小学校に移築された1日三島家長屋門は、城内にあっ

た武家屋敷の名残を伝える貴重な遺構です。

現在、島状となっている長門石・小森野校区は、元々は京町・篠山校区と地

続きでしたが、筑後） 1|の洪水を防ぐために、應厄行した筑後川の流れを直綜にし

たことで島状となったもので、長門石校区は江戸時代の初めに、小森野校区も

日月治20年から 3固行なわれた改修工事によって島状となっています。けいかん
これらの校区は、市内でも開発が多く、日々景観が変わリつつある地区です

が、このマップを手にゆっくリ歩いてみて下さい。城下町の名残の路地など色々

な発見ができるはずです。
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■こんなにあるぞ！長門石・小森野京町・篠山荘島・日吉校区の文化財■
No 遺いせ跡きの名な前土ぇ 遺いせ跡きの時じだ代い こんな遺いせ随きです

1 は速や水み遺いせ跡き 弥生特代
弥生時代の竪穴式住居跡と甕かめ棺かん墓ぽがみつかって

います。

お大お石いしじ神ん社じゃ遺いせ糊き 弥生特代
江戸時代に書かれた、 筑ちく後ごし将ょう士し軍くん談だんによると 、

2 
中世～近世 今の大石神社の周辺に大石越前守の館があった

と伝えられています。

3 瀬せのし下たわ渡たし 江戸峙代
筑後川に橋が無かった江戸峙代、久留米から佐
賀方面に向かうための大切な道でした。

4 旦呆う町まち遺いせ跡き 弥生峙代
弥生時代の穴や土器のかけらが見つかっていま
す。

5 め甲いぜ善んこ高う校こう校こう庭てい遺いせ跡き 弥生峙代
古くから弥生時代の土器や石臣のかけらが拾わ
れています。

久留米城内にあたる外郭には、久留米藩の中で
6 久く留る米めじ城ょうそ外とぐ郭るわ遺いせ跡き 江戸時代 は最も上級の武士達の屋敷が建ち並んでいまし

た。

江戸時代、久留米城下に薯していた町人達の町
を久留米城下町遺跡と呼んでいます。城下町遺

7 久く留る米めじ城ょう下かま町ち遺いせ跡き 江戸時代 跡ち貯ょ蔵ぞかう用よらうは、江戸時代の建物の随や溝 トイレ
の穴 ゴミ穴など様々なものが発見され

ています。

現在の市役所庁舎がある場所にあった遺跡で、

8 
久留米城下町遺前 安土桃山時代 江戸時代には両替町と言われていました。この
両りょう替がえ町まち遺い跡せき ～江戸時代 遺跡からは安土桃山時代の終わりに建てられた

キリスト敦会の跡が発見されています。

， 庄しょう島じま侍さむら屋いや敷しき遺い跡せき 江戸時代
当時の下級武士の屋敷や上級武士の中屋敷が建
ち並んでいました。

や柳な河がわお往うか還ん
江戸時代の初めに田たな中か吉よし政まさによリ久留米城と柳

10 江戸時代 河城を結ぶための道が整備されました。現在の
県道久留米柳川線がほぼそれにあたリます。

11 梱くしは原ら四4ち丁ょう目め遺い跡せき 弥生時代 弥生峙代の中頃の甕棺墓が出土しています。

櫛原周辺は、京町と同じく武士達の屋敷が建ち
12 梱くし原はら侍さむら屋いや敷しき遺いせ跡き 江戸時代 並ぶ侍屋敷でした。梱原侍屋敷には、やや上級

の武士の屋敷が建ち並んでいたようです。

13 小こも森り野のか川わぞ底こ遺いせ跡き 弥生峙代
筑後川の底から、弥生時代の土器や石器のかけ
らが出土しています。

14 ば梅い林リん寺じ川かわ底ぞこ遺いせ跡き 弥生峙代
筑後川の底から、弥生時代の土器や石器のかけ
らが出土しています。


